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一 ひとりの心理支援者 としてのかかわ りか ら一




























































表1障 害の受容を支える4つ の価値 転換 Wright,B.A.1960
価値転換の視点 障害の受容を支える価値転換の内容
①価値の範囲の拡大
失った と思 って いた価値以外 にい くつ もの価値 が存在す ると心の底
か ら認識。
②障害の与える影響の制限
自己の障害の存在 は直視 して いるが、障害が 自己の存在全体 の評価
に波及 させな いよう抑制。
③身体の外観の従属化
外 見よ り人格的な価 値等の 内面性 を重視 し、 身体を価値の下位 に位
置 する認識。
④比較価値から資産価値への転換













る。上田(1983)は 「受容 とは 『あ きらめ』
ではなく、否定できない現実から目をそむける
ことなく主体的に受け止め、直面 していくこと
であ り、その心理的な 『乗 り越え』である」と























等までに一連の同 じような段階を経 るとい う
「ステージ理論」として論 じられる ようにな







































































藤原(2002)は 、わが子の 「障害を的確 に

























































3.障 害児 の親 ・家 族のス トレス







母親)の 方が、ス トレスが高い という調査結果
が多いようである(新 見 ら1985;今 川 ら1993;
稲見 ら1994)。 表2は 、障害がi親・家族に及ぼ
す影響 とその対処に関するこれまでの調査研究











広が り等、 より肯定的な方向へと働 くことにも
なる可能性がある。
(2)ス トレスとコーピング











障害児 の親 ・家族 に対す る心理 的支援 のあ り方
表2ス トレスが親 ・家族 に及 ぼす影響 とその対処
ス トレス源 親 ・家族 に及ぼす影響 対 処
家庭生活 子 どもの誕生 に伴い、 日常の家事や睡眠時間帯等の
生活スタイルの変化を引き起こ し、 特 に母親は障害児
の世話 に費やす時間が多 くな り、 心理的 にも身体的 に
も強 いス トレス になる。 しか し、療 育 ・保育の可能性
を求めよ うとするポジ ィティブな ス トレス もあ り、周
囲の理解や支援 によ って家族 と しての結合が深まる。
夫婦 や家族 の相互理解や協力を
得 る(夫 の家事 や育児 への参加、
嫁 と姑 の関係改善機会)等 、家族
間の協 力体制 を整 え、否定的 に日
常をとらえ ることな く肯定的 にと
らえる機会 にす る。
家 族
・家族構成 家族員数が多いほど、 一人一人 の子どもへの関心の
比重が軽 くなるため、 一人っ子 ほどの悲 しみがない。
出生順位では第1子 の場合、夫婦 か ら親 への家族過程
の第一歩を踏み出すときにあた るの で、 夫婦 関係 その
ものが打撃を受ける。第2子 以降 に障害児が生まれ た
場合 、悲嘆の過程はスムーズであ る。親 と しての基盤
が既 にあ り、家族危機が生 じて も回復 力は早 い。
・子 と母 愛着行 動を誘発する微笑みや発声、後追 い等が少な
い傾 向にあ り、子と母 の共感性の高 い関係 を作 りにく
く、 問題 を深める。例 えば、通常 は、泣 いている理 由
が分か らなか ったのが分か るよ うにな るのに、なかな
か泣 く理 由が分か らな い。最初は否定 的な 関係 も肯定
的な 関係 になるのに、なかなかな りにくい。
・夫 と妻 妻(母 親)が 夫(父 親)に 対 して期待す る家事の分
担や妻 の外 出等親で ある夫 に対 し、期待 と現実の 間で
葛藤 している。父親 自身 も男は仕事、女 は育児 という
典型 的な父親像 から抜 け出せず にいる。
・き ょうだ い
と親
子 どもの世話や家事を手伝わ された り、責任を負わ
せ られた りする傾 向が強 く、同胞 に対 して競 い合 うこ
とに罪悪感 を感 じて しまいやす い(否 定 的影響)。 し
か し、家族 の中で 重要な役 割 を担 うので 自尊心 を高
め、親の役割 を学ぶ機会 となる(肯 定的影響)。
療育 ・保育的サポー トは 日常保













親 自身が どんな価 値観 を持 って
子 ども達を育てているかが 問われ
て いる。き ょうだいに対 して、子
ど もらしさを喪失 していな いか、
見捨て られ感を感 じてはいな いか
を気をつけ、 き ょうだい自身の 自
己肯定感 を重 ん じる。
経済状態 障害児が いるため に収入が減少 した り(母 親が仕事




障害の状態 家族が どの ように障害部分 と関わるか につ いで 悩ん
で いる 場合(例:脳 性 麻痺 児の 食事、 自閉症 児 のパ
ニ ックの対応)が 多 い。また、 自閉症児の母親がダ ウ
ン症児、脳性麻痺児の母親よ り心的負担が高 い傾向 に
ある。
家族が子 どもへの適切な接 し方
を身につ け られ るように、問題の
と らえ方や具体 的なかかわ り方を
学べる機会 を療育施設や保育所等
に求め る。
将来 ・予後 子 どもの加齢 に伴 い、問題行動 の沈静化 と親の側の
受容の過程が進み、ス トレスは低 減 して行 く傾向 にあ
る。 しか し、家庭か ら巣立つ年齢 にな って も長期間親





スや 家 族 支 援(レ ス パ イ ト等)
サービスの利用を検討する。
注)今 川 他(1993),稲 浪 他(1994),北 川 他(1995),久 保(1982)新 見 他(1980),西 村 他(1996),














































































障害児の親 ・家族 に対す る心理 的支援 のあ り方
表3障 害児家族のき ょうだ いへの影響
親の慢性的悲哀が強い場合
家族の機能 が障害 され、き ょうだ いた ちは普通 の子 どもして の依 存や欲求を両親 によ って十分 に満 たされな
くな る。その ために、 心身症等の問題 を呈 した り、 心の中で障害 をもつき ょうだい に強 い憎 しみや恨み を抱い
た りする場合がある。
親が再起段階に達している場合
親は障害 をもつ子 どもだ けでな く、他の子 ども達 にも必要なケ アを十分に与える ことがで きるようになる。
家族の雰囲気全体が明る く前向きで、きょうだ い達 も障害をもつ子どもにな じんで いく。
き ょうだ いとしての責任を感 じて いる場合
親が 自分 自身の不安か ら子 どもの 問いを避 けた り、障害 につ いて時期尚早 に理屈で説 明 した り、 きょうだい
としての責任を説きすぎると、子どもは違和感や恐れ を抱 き、 障害をもつ子 どもの存在を負担 に感 じて しまう。
きょうだいと親との信頼関係が保たれている場合
子 どもは親 に質 問 し、親 の答え によって安心 して乗 り越えて いくことができる。き ょうだいが親の愛情 を十
分 に受 けて、納得で きる楽 しい学校生活 を送 り、 思春期を迎え る場 合、親 の生き方 に同一化 し、 自分な りに障
















































幼児期 子 どもの障害への衝撃 と適応を巡る危機がある。
学童期
障害 をもつ子 どもを養護学校 に通わせるか、特 殊学 級にするか普通学級 にするか、 とい
う選択 をめ ぐる危機がある。
思春期
身体の発育 にともな い、睡眠障害や多動等の問題に対 し、 家族 内で どれ くらいまで に対
応で きるか という危機がある。
成人期
自立す る時期であ るにもかかわ らず、学齢を終えた障害をもつ子は、家庭外 に生活 の場
をもつ ことがで きな くなる。親は初老期 にさしかか り、 自分の病 気や 死後の ことを考 え、
きょうだ いへの負担が強 くなる といった深刻な危機を迎えるこ とにな る。
注)渡 辺久子(1982)よ り







の同 じような段階 を経る という 「ステージ理
論」 として論 じられ、障害受容の過程を親や家



































注)本 論文は、中村 義行 ・大石史博編 『障害 臨床学 』
第8章 「障害児 の親 ・家 族 の心理 と支援」 に、
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